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批判的思考育成としての防災・減災の学習活動の評価
―オンライン討論活動への教員活動の影響―

○中山 実（東京工業大学） 菊池 聡（信州大学）
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目 的

批判的思考態度の育成に討論 ディスカッショ
ン の効果が期待されている。また，オンライン討
論でも有効とされている 楠見・田中， 。本
研究グループでは，これまで防災・減災の大規模
授業にオンライン討論を導入して，その学習活動
を継続的に検討している 中山ほか， 。本稿
では，オンライン討論への指導者の介入が及ぼす
影響を中心に，学習者属性も考慮して分析し，指
導法を検討した。

方 法

大学学部 年生 名 を対象にした防災・減
災に関する授業で， 年に実施した授業と同様
に，以下の調査を行った。ただし，小テストの実
施回数などのいくつかの条件で違いがあった。

学習者属性： 川本ほか， 批判的思
考力 因子：平山・楠見 ，科学技術リテラ
シー 因子：川本ほか， ，情報処理スタイ
ル 合理性 直観性 尺度 因子：内藤ほか，
を調査して属性とした。

学習活動：授業ではオンライン討論ができる掲
示板を，全受講生が登録された システム上
に提供し，その発言を記録した。掲示板の討論は，
担当教員も参加できる。 年では頻繁に参加し
たが， 年では，教員参加による発言活動は抑
制した。掲示板での全ての参加者の発言について
は，発言回数，発言文字数などを抽出し，授業中
に行われた小テストやレポート課題の成績もあわ
せて分析した。

結果と考察

調査した尺度間の相関関係を調べ，その一部を
Table 1 に示す。批判的思考力
の 4 因子(「思考への自覚」「探
求心」「客観性」「証拠の重視」)
は，性格の「外向性」や「開
放性」，科学技術リテラシーの
因子や情報処理スタイルの
「合理性」との正の相関関係
が認められた。全体的な傾向
は，前年の結果とほぼ同様で
ある。ただし，性格の因子得
点で 2017 年の調査結果との
違いが見られた。

担当教員のオンライン討論
頻度は 2018 年 10 回(2017 年
41 回)と抑制された。オンラ
イン討論に参加した学生数は
全体の 31%(同 40%)で，平均
発言回数は 3.2 回(同 2.4 回)
であった。ただし，小テスト
やレポート課題得点の合計点

は，2017 年と同様に討論参加者の方が有意に高か
った(p<0.01)。

オンライン討論に参加した学生の学習者属性と
発言回数を同時分析し，パス図にまとめた。図中
の太字の係数は 2 群間で差があった係数である。
この結果から，性格や情報処理スタイルが，教員
介入の有無によって発言回数への影響が変わるこ
とを確認した。
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教育実習のエンゲージメントと教員志望度の関連
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問題と目的

教育実習は，教員養成課程の学生にとって最大

の学びの場であり，同時に職業選択の場となる。

先行研究では，教育実習を経て教員志望度が高ま

ることは示されてきたが，その規定要因は検討さ

れていない。そこで，本研究では，教育実習後の

教員志望度の規定要因として，教育実習前の教員

志望度と教育実習のエンゲージメントに焦点を当

て，その影響を明らかにする。

方 法

対象者：首都圏の国立大学の教員養成課程に在

籍し， 年 月上旬までに小学校の教育実習を

行った学生 名 男性 名，女性 名，性別

不明 名 を対象とした。

調査内容：①教育実習前の教員志望度 １項目 ，

②教育実習のエンゲージメント ８項目 ，③教育

実習後の教員志望度 項目 を測定した。①と③

は「あなたは教員志望ですか」と教示し，５件法

志望していない〜 志望している で回答を求

めた。③は の短縮版ワーク

エンゲージメント尺度をもとに作成し，６件法

全くそう感じなかった～ とてもそう感じた で

回答を求めた。

手続き：調査実施校の教育実習に関する委員会

の承認を得た上で調査を実施した。①を 年

月上旬の教育実習事前指導の際に，②および③を

年 月中旬の教育実習事後指導の際に測定し

た。調査は集団自記式で行われた。

結果と考察

まず，各変数の記述統計量および相関係数を

に記す。教育実習のエンゲージメントに

ついて，十分な信頼性が確認された ω 。

次に，教育実習後の教員志望度に対して，教育

実習前の教員志望度と教育実習のエンゲージメン

トが及ぼす影響を検討するために，重回帰分析 ベ

イズ推定法 を行った 。その結果，教育

実習後の教員志望度に対して，教育実習前の教員

志望度および教育実習のエンゲージメントが正の

効果を，交互作用項が負の効果を与えることが明

らかとなった。したがって，教育実習後の教員志

望度を高める上で，教育実習前の教員志望度およ

び教育実習のエンゲージメントが重要な役割を果

たすことが示唆される。

さらに，交互作用項の効果の詳細を検討するた

めに，単純傾斜分析を行った 。その結

果，エンゲージメント低群 およびエンゲー

ジメント高群 とも教育実習前の教員志望度

が高いほど，教育実習後の教員志望度が高くなる

ことが明らかとなった

。すなわち，教育実習前から

教員志望度が高い学生は，教育実習のエンゲージ

メントによらず，教育実習後も教員志望度が高い

ことが示された。一方，教育実習前に教員志望度

が低い学生は，教育実習のエンゲージメントが高

い場合，教育実習後の教員志望度が高くなること

が示された。そのため，教育実習後の教員志望度

を高める上で，とくに教育実習前に教員志望度が

低い学生の教育実習のエンゲージメントを高める

ことが重要であろう。

各変数の記述統計量と相関係数
M SD 1 2 

実習前の教員志望度 3.64 1.40 -  
実習後の教員志望度 3.71 1.45 0.60 - 
エンゲージメント 4.47 0.89 0.16 0.29 

教育実習後の教員志望度を従属変数と

した重回帰分析の結果

B [95%確信区間] 
切片 3.75[3.59, 3.92] 
実習前の教員志望度 0.61[0.49, 0.73] 
エンゲージメント 0.31[0.12, 0.49] 
実習前の教員志望度×

エンゲージメント
-0.24[-0.37, -0.11] 

決定係数 0.44[0.35, 0.52] 

教育実習前の教員志望度と教育実習の

エンゲージメントが教育実習の教員志望度に及ぼ

す影響
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